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もっと、いい社会であるために

第12回 税に関する絵はがきコンクール

　第12回目となる「税に関する絵はがきコンクール」は、市内の小
学校から44作品の応募をいただきました。
　表紙を飾る２作品を含め、入賞作品については当会ホームペー
ジで紹介しています。

推 進 運 動
消費税期限内納付

法人会

佐渡税務署長賞

佐渡法人会女性部会長賞

年頭のご挨拶　髙野宏介 佐渡法人会長／
新年のご挨拶　飯島達也 佐渡税務署長

税制改正に関する提言

活動報告（各部会・福利厚生制度推進連絡協議会）



2（公社）佐渡法人会だより　No.53

年
頭
の
ご
挨
拶	

公
益
社
団
法
人  

佐
渡
法
人
会
　
会
長
　
髙
野
　
宏
介

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
公
益
社
団
法
人
佐
渡
法

人
会
の
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
企
業
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、
税
制
改
正
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
定
着
や
電
子
帳
簿
保
存
法
へ

の
対
応
な
ど
、
企
業
規
模
を
問
わ
ず
、
正
確
な
税

務
知
識
と
適
正
な
事
務
処
理
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
対
応
は
、

会
員
企
業
の
皆
様
に
と
っ
て
重
要
な
経
営
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
佐
渡
法
人
会
で
は
、
佐
渡
税

務
署
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
・
関
係
団
体
と

緊
密
に
連
携
し
、
正
し
い
税
知
識
の
普
及
と
適
正

な
申
告
・
納
税
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
各
種
研
修
会
や
説
明
会
を
通
じ
て
、
税
制

改
正
の
内
容
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、
電
子
帳
簿
保

存
法
の
実
務
上
の
留
意
点
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

お
伝
え
し
、
会
員
企
業
の
皆
様
が
安
心
し
て
事
業

活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
次
代
を
担
う
人
材
育
成
と
地
域
社
会
へ

の
貢
献
を
目
的
と
し
て
、
租
税
教
育
活
動
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
学
校
等
に

お
け
る
租
税
教
室
を
通
じ
、
税
の
役
割
や
社
会
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
活

動
は
、
将
来
の
地
域
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り
と
し

て
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
青
年
部
会
・
女
性
部
会
に
お
き
ま
し

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
視
点
を
生
か
し
、
研

修
活
動
や
交
流
事
業
、
地
域
貢
献
活
動
を
活
発
に

展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
部
会
活
動

は
、
会
員
相
互
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
と
と
も
に
、

法
人
会
全
体
の
活
力
を
高
め
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
八
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
佐

渡
税
務
署
な
ら
び
に
関
係
団
体
と
の
連
携
を
一
層

強
化
し
、
税
務
・
経
営
に
関
す
る
実
践
的
な
情
報

提
供
、
租
税
教
育
の
推
進
、
部
会
活
動
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
、「
健
全
な
企
業
経
営
」
と
「
地
域

社
会
へ
の
貢
献
」
を
両
立
す
る
法
人
会
活
動
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
役
員
一
同
、
会
員
の
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
法
人
会
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、

な
ら
び
に
各
企
業
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶	

佐
渡
税
務
署
長
　
飯
島
　
達
也

　
令
和
八
年
の
冒
頭

に
当
た
り
、謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
佐
渡
法
人
会
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、髙
野
会
長
を
は
じ
め
、役
員
及

び
会
員
の
皆
様
方
に
は
、税
務
行
政
全
般

に
わ
た
り
格
別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
税
の
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
」と
し
て
、税
知
識
の
普

及
、納
税
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
啓

発
活
動
の
ほ
か
、様
々
な
社
会
貢
献
活
動

に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、申
告
納
税
制
度

の
維
持
・
発
展
と
税
務
行
政
の
円
滑
な
運

営
ば
か
り
で
な
く
、地
域
の
振
興
に
と
っ
て

も
、欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、公
益
社
団

法
人
と
し
て
の
事
業
活
動
が
よ
り
一
層
充

実
し
た
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、皆
様
方
と

の
連
携
・
協
調
を
深
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、国
税
当
局
で
は
、税
務
行
政
の

Ｄ
Ｘ
と
し
て「
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
」、

「
課
税
・
徴
収
事
務
の
効
率
化
・
高
度
化
」、

「
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
」を
三
本
柱

に
社
会
全
体
の
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
あ
ら
ゆ
る
税
務
手
続
が
税
務
署
に
行

か
ず
に
で
き
る
社
会
」を
目
指
し
、添
付
書

面
も
含
め
た
ｅ
―
Ｔａ
ｘ
の
普
及
・
定
着
に

加
え
、源
泉
所
得
税
を
は
じ
め
と
し
た
国

税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
拡
大
な

ど
一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

ま
た
、間
も
な
く
令
和
七
年
分
の
所
得
税
・

消
費
税
等
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

が
、確
定
申
告
が
必
要
な
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
の
拡
大
な

ど
に
よ
っ
て
利
便
性
が
向
上
し
て
い
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
、『
自
宅
か

ら
』の「
ス
マ
ホ
申
告
」及
び「
キ
ャッ
シュレ
ス

納
付
」の
ご
利
用
を
お
願
いい
た
し
ま
す
。

　

佐
渡
法
人
会
の
皆
様
と
私
ど
も
国
税

当
局
が
、今
後
と
も
更
な
る
協
調
関
係
を

構
築
し
、目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
経
済

社
会
や
技
術
環
境
に
対
し
て
柔
軟
に
対
応

し
、時
代
に
即
し
た
申
告
納
税
制
度
の
更

な
る
発
展
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
、ご
理
解

と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、本
年
が
公
益
社
団
法
人
佐
渡

法
人
会
及
び
会
員
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
、幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申

し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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令和8年度　税制改正に関する提言　【要望項目】

《基本的な課題》

Ⅰ．税・財政改革のあり方
	 １．財政健全化に向けて
	 ２．社会保障制度に対する基本的考え方
	 ３．行政改革の徹底
	 ４．マイナンバー制度について
	 ５．今後の税制改革のあり方
Ⅱ．経済活性化と中小企業対策
	 １．中小企業の活性化に資する税制措置
	 ２．事業継承税制の拡充

Ⅲ．地方のあり方
Ⅳ．自然災害への対応
Ⅴ．その他
	 １．納税環境の整備
	 ２．環境問題への対応
	 ３．租税教育の充実

《税目別の具体的課題》

◆法人税関係
	 １．役員給与の損金算入の拡充
	 	 ⑴役員給与は損金算入とすべき
	 	 ⑵�同族会社の業績連動給与の損金算入を認める

べき
	 ２．中小企業向け賃上げ促進税制適用要件緩和
	 ３．中小企業の欠損金繰戻還付制度の見直し
◆所得税関係
	 １．基幹税としての所得再配分機能の回復
	 ２．各種控除制度の見直し
	 ３．個人住民税の均等割
◆相続税・贈与税関係
	 １．相続税の基礎控除の見直し
	 ２．贈与税の基礎控除の引き上げ

◆地方税関係
	 １．固定資産税の抜本的見直し
	 　⑴�商業地等の宅地を評価するにあたっては、より

収益性を考慮した評価に見直す。
	 　⑵�家屋の評価は、経過年数に応じた評価方法に

見直す。
	 　⑶�償却資産については、納税者の事務負担軽減

の観点から、申告対象外となる「少額資産」の
範囲を国税の中小企業の少額減価償却資産に
まで拡大するととともに、賦課期日を各法人の
事業年度末とする。

	 　⑷�固定資産税の免税点については、平成３年以
降改定がなく据え置かれているため、大幅に引
き上げる。

	 　⑸�国土交通省、総務省、国税庁がそれぞれの目
的に応じて土地の評価を行っているが、行政の
効率化の観点から評価体制は一元化すべきで
ある。

	 ２．事業所税の廃止
	 ３．超過課税
	 ４．法定外目的税

◆その他
	 １．印紙税の廃止
	 ２．配当に対する二重課税の見直し
	 ３．電子申告の促進
	 ４．森林環境税の検証

〇�社会保障に充てる消費税の減税は慎重な検討が必要�
将来世代にツケを回さない仕組み作りを！
〇「金利ある世界」への回帰を踏まえ、金融市場の動揺を招かない財政運営を！
〇�企業への過度な社会保険料負担を抑制し、�
経済成長を阻害しない社会保障制度の確立を！
〇本格的な事業承継税制を確立し、地域経済と雇用の担い手の中小企業を守れ！

令和8年度
税制改正
スローガン
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１．各部会
【青年部会・女性部会合同税務署幹部職員との懇談会】

　９月17日、佐渡税務署において幹部職員と
の懇談会を開催いたしました。今年度も青年
部会・女性部会合同での開催とし、青年部会
員３名、女性部会員４名の計７名が参加し、
佐渡税務署からは飯島署長をはじめ４名参加
していただきました。
　懇談のテーマは税制改正に伴う各種所得控
除額等の見直しとし、内容や事務手続等につ
いて説明を受けた後質疑応答を行いました。
また、スマホを活用したe-Taxシミュレー
ション体験も行うなど、和気あいあいと有意
義な時間を過ごすことができました。

　この懇談会は次年度以降も継続して実施していきたいと思っておりますので、部会員の皆様振るって
ご参加下さい。

【絵はがきコンクール入賞者選考・賞状授与】
　女性部会主催の本事業について、今年度は小学校７校・44名の応
募があり、去る９月17日に厳正なる審査を行い、女性部会長賞・税
務署長賞各１作品（表紙に掲載）、学校ごとに金賞・銀賞・銅賞を
数
点ずつ選出し、総勢15作品が入賞となりました。
　入賞者には賞状と記念品（図書カード）を贈呈することとし、各
学校に女性部会員が出向き、表彰式を行いました。
※�女性部会長賞・税務署長賞は11月13日開催の納税表彰式において授与い
たしました。

【女性部会・交流親睦会】
　部会員相互の交流・親睦を図るべく、10月27日、11月17日
の２回に分けて開催しました。内容は、佐渡金山ガイド付き
山師ツアーとツアー後の親睦会（食事会）です。総勢12名が
参加し、山師ツアーでは坑道の中を歩く貴重な体験をし、食
事会でも親睦が図られ、有意義なひと時を過ごしました。

活 動 報 告

２．福利厚生制度推進連絡協議会
　去る10月15日アミューズメント佐渡にて、福
利厚生制度推進連絡協議会を開催しました。提携
会社３社（大同生命保険、ＡＩＧ損害保険、アフ
ラック生命保険）から、会員企業を守るべき、そ
れぞれの保険会社の商品について説明があり、会
員の加入状況の報告がありました。
　こちらは、毎年年間累積保険料対前年比100％
を超えるなど、優秀な取り組みを進めています。


